
本
市
が
市
制
を
施
行
し
て
初
め
て
の
総
合

計
画
と
な
る
「
第
１
次
宇
城
市
総
合
計
画
」

は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
今
後
の

本
市
の
進
む
べ
き
方
向
を
明
確
に
す
る
た
め

の
総
合
的
・
長
期
的
な
計
画
で
あ
り
、
市
政

に
お
け
る
す
べ
て
の
施
策
の
基
本
と
な
る
も

の
で
す
。

宇
城
西
部
五
町
合
併
協
議
会
に
よ
る
協
議

と
合
意
の
も
と
に
策
定
さ
れ
た
「
新
市
建
設

計
画
」
に
お
い
て
、「
ひ
と
、
自
然
、
文
化
き

ら
め
く
未
来
都
市
」
の
基
本
理
念
の
も
と
に
、

「
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
都
市
（
ま
ち
）
づ
く

り
」「
誇
り
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」「
力
強

い
産
業
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、「
宇
城
市
」

は
誕
生
し
ま
し
た
。

本
計
画
は
こ
の
「
新
市
建
設
計
画
」
を
尊

重
し
つ
つ
、
急
速
に
進
展
す
る
時
代
背
景
の

中
で
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
し
て
、
市
民
と
行
政

が
協
働
し
て
、
よ
り
発
展
的
か
つ
具
体
的
に

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。

宇
城
市
総
合
計
画
は
、
総
括
的
か
つ
計
画

的
に
行
財
政
運
営
を
行
う
た
め
の
市
政
の
基

本
方
針
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、

本
市
に
お
い
て
の
最
上
位
の
計
画
と
し
て
位

置
付
け
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
計
画
は
、
長
期
的
な
展
望
の

も
と
に
、
本
市
の
目
指
す
べ
き
姿
を
描
き
、

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
的
な
方
策
を

明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
次
の
よ
う
な
役
割

を
持
っ
て
い
ま
す
。

１
本
市
の
将
来
像
と
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た

め
の
市
政
の
協
働
目
標
を
総
合
的
か
つ
体
系

的
に
示
し
、
計
画
的
に
市
政
を
運
営
し
て
い

く
た
め
の
指
針
と
な
る
。

２
市
民
を
は
じ
め
各
種
団
体
や
民
間
企
業
な

ど
に
対
し
、
市
政
運
営
の
指
針
を
示
し
、
理

解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の

自
発
的
な
参
画
を
求
め
る
。

３
国
や
県
に
対
し
て
は
、
本
市
の
主
体
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
、
計

画
の
実
現
に
向
け
、
積
極
的
な
支
援
と
協
力

を
要
請
す
る
。
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第
１
次
宇
城
市
総
合
計
画
は
「
基
本
構
想
」

「
基
本
計
画
」「
実
施
計
画
」
を
も
っ
て
構
成

さ
れ
ま
す
。

１
基
本
構
想

基
本
構
想
は
、
本
市
が
目
指
す
総
合
的
か

つ
長
期
的
展
望
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
を
示
す
も
の
で
す
。
こ
の
方
向
性
は
、

「
新
市
建
設
計
画
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
い
た

基
本
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
将
来
都
市
像

と
協
働
目
標
を
掲
げ
必
要
な
基
本
施
策
を
定

め
た
も
の
で
す
。

計
画
期
間
は
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
度
を

初
年
度
と
し
、
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
度
を

目
標
年
度
と
す
る
10
年
間
で
す
。

２
基
本
計
画

基
本
構
想
で
示
す
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

に
基
づ
き
、
将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
て
、

協
働
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
基
本
施
策
を

よ
り
具
体
化
し
て
、
そ
の
方
向
性
を
明
確
に

し
た
も
の
で
す
。

計
画
期
間
は
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
度
を

初
年
度
と
し
、
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
度
を

目
標
年
度
と
す
る
５
年
間
で
す
。

な
お
、
基
本
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

前
期
５
年
間
が
終
了
す
る
時
点
で
、
後
期
５

年
間
（
平
成
22
年
度
以
降
）
の
見
直
し
を
実

施
し
ま
す
。

３
実
施
計
画

基
本
計
画
を
推
進
す
る
た
め
の
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
り
、

基
本
計
画
に
基
づ
く
行
財
政
の
執
行
計
画
を

明
ら
か
に
し
ま
す
。

実
施
計
画
の
計
画
期
間
は
３
年
間
と
し
、

状
況
変
化
に
対
応
す
る
た
め
毎
年
度
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

４月20日に開かれた
第２回総合計画審議会の様子

今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
針
と
な
る
第
１
次
宇
城
市
総
合
計
画

基
本
構
想
案
と
前
期
基
本
計
画
（
５
年
）
案
が
ま
と
ま
り
、
６
月
の
定
例
議
会
に
提

案
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
総
合
計
画
案
は
、
新
市
建
設
計
画
を
基
に
４
月
か
ら
策
定
作
業
を
開
始
。
素

案
が
ま
と
ま
っ
た
段
階
で
学
識
経
験
者
や
農
業
者
、
商
業
者
な
ど
各
分
野
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
20
人
で
つ
く
る
宇
城
市
総
合
計
画
審
議
会
（
伊
関
八
州
遠
会
長
・
20
人
）
に

諮
問
し
、
審
議
会
の
修
正
、
加
筆
等
を
経
て
、
５
月
19
日
に
阿
曽
田
清
市
長
へ
答
申

さ
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
市
議
会
に
お
い
て
も
、
宇
城
市
基
本
構
想
策
定
調
査
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
こ
の
基
本
構
想
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
こ
の
総
合
計
画
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
合
計
画
の
趣
旨
と
目
的

将 

来 

像�
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性
格
と
役
割

構
成
と
期
間

第
１
次
総
合
計
画
を
策
定�

宇城市総合計画審議会委員
会　長 伊 関 八州遠　　

（熊本日日新聞社論説委員会副委員長）
副会長 平 嶋　　 孝

（ふるさとづくり交流会事務局長）

荒 川 益次郎 （三角町観光協会長）
宮 川　政 友 （五蘭塾長）
立 川　　 勝 （不知火町農業）
大 嶋　卓 子 （不知火町園芸部女性部長）
鷲 尾　廣 宣 （住職・保育園長）
福 永　一 子 （青空市場直売部長）
橋 本　　 徹 （小川町商工会長）
平 田　正 則 （熊本宇城農業協同組合理事）
豊 田　節 子 （宇城市地域婦人会連絡協議

会副会長）
渡 邊　祐 登 （熊日情報文化センター生涯学

習プラザ事務局）
篠 塚　慶 雄 （宇城市嘱託員）
伊牟田記代子（社会保険労務士）
久 山　輝 哉 （宇城市文化協会長）
永 井　 毅 （宇城市企業クラブ会長）
清 水　　 寛 （清水整形外科医院長）
位 寄　和 久 （熊本大学工学部教授）
小 吉　利 寛 （九州旅客鉄道㈱熊本支社長）
正 木　 （宇城地域振興局長）
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